
～議会報告～

令和６年４月１日より、市内の保育所、幼稚園及び
こども園に通う幼児（３～５歳）と市立の小中学校
に通う児童生徒が対象となります。
（こども発達センターに通う幼児も対象となります）

学校給食は子どもの成長を支える健康面での重要性に加え食育の面でも
重要な役割を果たしており、学校教育の一環として実施されているもの
であることから経済的な負担や心配することなく、給食が受けれられる
ことを目的に本支援を実施することになりました。

・市税の増額により、繰入金（基金）と市債
の活用を減額し継続的な財政運用を進めて
いきます。

【主な歳出】

・小中学校体育館等の空調設備整備

・こども園・幼稚園から中学校までの給食費無償化

・災害時情報通信設備の整備

・認知症伴走型支援事業

・介護人材確保の推進

・交通事故防止対策の推進

・既存住宅の省エネ化促進 など

・豊田市の市税収入は経済情勢や市内企業の
収益の変動により大きく影響される特徴が
あります。

＊減額修正案として1954億円余で
可決されました。

第４号

発行日：令和６年４月２５日
発行所：トヨタ自動車労働組合
発行人：近藤 大輔
編集者：武田 一夫
印刷所：（株）トヨタエンタプライズ

くらしの相談
豊田市議会議員

https://www.kabanet.org/
https://consultation-of-
living.appspot.com/

くらしの相談
検索システム

トヨタ自動車労働組合ＨＰ

カバネット
ＩＤ：KABA
ＰＡＳＳ：2019 https://www.Instagram

.com/takeda_r5/?r=nametag

日々の活動など
投稿しております
フォローをお願い
いたします

https://www.kabanet.org/
https://consultation-of-living.appspot.com/
https://www.instagram.com/takeda_r5/?r=nametag
https://www.instagram.com/takeda_r5/?r=nametag



